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FEATURE STORY世界企業/NGOのパワーバランスWe Mean Businessとは？

We Mean Businessとは？

ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト（
化
石
燃
料
な
ど
か
ら
の
投
融
資
撤
退
）は
、
企
業
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
対

立
の
場
で
あ
り
、
対
話
の
場
で
も
あ
る�

©
H
enrik E

vertsson / G
reenpeace

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に「
要
望
書
」

　

２
０
１
８
年
６
月
、
カ
ナ
ダ
東

部
シ
ャ
ル
ル
ボ
ワ
で
開
か
れ
た

「
主
要
７
カ
国
首
脳
会
議（
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
）」で
米
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
や
安
倍
晋
三
首
相
ら
各
国
首
脳

に
、
あ
る
要
望
書
が
突
き
付
け
ら

れ
た
。

　

そ
の
中
身
は
①
パ
リ
協
定

（
２
０
１
５
年
12
月
）の
合
意
事

項
を
迅
速
に
実
行
す
る
こ
と
②

２
０
５
０
年
ま
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
を
完
全
な「
脱
炭
素
」に
移

行
さ
せ
る
こ
と
③「
誰
ひ
と
り
置

き
去
り
に
せ
ず
」、
世
界
中
の
誰

に
も
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

─
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
国
別
削
減
目
標

な
ど
の
気
候
変
動
対
策
の
推
進
、

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
炭
素

へ
の
価
格
付
け
）、
化
石
燃
料
へ

の
補
助
金
撤
廃
な
ど
を
迫
っ
た
。

　

要
望
書
の
差
出
人
は「
ウ
ィ
・

ミ
ー
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
」（
Ｗ
Ｍ
Ｂ
）

同
盟
。
そ
の
名
は「
私
た
ち
は
本

気
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
や
っ
て
い

ま
す
」と
い
う
意
味
だ
。
ま
だ
日

本
で
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
が
、

Ｃ
Ｄ
Ｐ（
旧
カ
ー
ボ
ン
・
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

や
Ｒ
Ｅ（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

１
０
０
な
ど
７
つ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連

携
し
た「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
連
合
」だ
。

イ
ケ
ア
・
ユ
ニ
リ
ー
バ
も
参
画

　

Ｗ
Ｍ
Ｂ
は
２
０
１
４
年
、
低
炭

素
社
会
へ
の
転
換
を
促
す
複
数
の

活
動
団
体
の
力
を
一
体
化
し
よ
う

と
い
う
目
的
で
ロ
ン
ド
ン
に
設
立

さ
れ
た
。
９
人
の
ボ
ー
ド
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
７
人
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出
身

で
、
企
業
側
か
ら
は
イ
ケ
ア
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ハ
ワ
ー
ド
最
高
持
続

性
責
任
者
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ（
持
続

パ
リ
協
定
成
立
へ
大
同
団
結

世界企業/NGOの
パワーバランス

テ
ィ
担
当
者
を
送
り
込
み
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
の
連
携
を
進
め
る
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｂ
で
最
も
存
在
感
を
発
揮

し
て
き
た
企
業
経
営
者
の
一
人
が

ユ
ニ
リ
ー
バ
の
ポ
ー
ル
・
ポ
ー
ル

可
能
な
開
発
の
た
め
の
世
界
経
済

人
会
議
）の
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ッ
カ
ー

代
表
が
参
加
し
た
。

　

イ
ケ
ア
の
ほ
か
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
、

ケ
ロ
ッ
グ
、Ｇ
Ｍ（
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー

タ
ー
ズ
）も
Ｗ
Ｍ
Ｂ
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
グ

ル
ー
プ
に
自
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

マ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
だ
。
２
０
１
０
年
に

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
リ
ビ
ン
グ
・
プ

ラ
ン
」を
打
ち
出
し
、「
売
上
高
を

２
倍
に
し
、
環
境
負
荷
を
半
減
さ

せ
る
」こ
と
を
社
内
外
に
宣
言
し

た
。

　

同
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
今
や
、
米
国
や
欧

州
で
最
も
評
価
が
高
い
経
営
者
の

一
人
と
さ
れ
る
。「
彼
は『
地
球
や

人
々
が
健
全
な
状
態
で
な
け
れ
ば
、

ユ
ニ
リ
ー
バ
も
含
め
て
ど
の
企
業

も
生
き
残
れ
な
い
』と
深
い
レ
ベ

ル
で
理
解
し
て
い
る
」（
米
Ｃ
Ｓ

Ｒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
氏
）。

　

ポ
ー
ル
マ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
Ｗ
Ｍ
Ｂ

の
サ
イ
ト
に
ビ
デ
オ
出
演
し
、「
パ

リ
協
定
以
来
、
脱
炭
素
に
向
け
て

の
連
携
が
加
速
し
て
き
た
。
こ
の

動
き
は
私
た
ち
民
間
企
業
に
火
を

付
け
た
。
10
兆
㌦（
１
１
０
０
兆

円
）以
上
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
ら
だ
」と
解

説
し
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
企
業
の

意
気
込
み
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｂ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
は
イ
ケ

ア
財
団
。
７
つ
の
連
立
パ
ー
ト

ナ
ー
に
加
え
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
な
ど
の
導

（�

森　

摂
＝
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
、
吉
田 

広
子
＝
同
副
編
集
長
、
池

田 

真
隆
、
小
松 

遥
香
＝
同
編
集
部
、
寺
町 

幸
枝
、
ロ
ン
ド
ン
＝

冨
久
岡 

ナ
ヲ
、
パ
リ
＝
羽
生 

の
り
子
、
北
京
＝
斎
藤 

淳
子
）

　

世
界
で
は
今
、
企
業
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
非
政
府
組
織
）が
大
同
団
結

し
て「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル（
持
続
可
能
）な
経
済
社
会
」を
目
指
す
新

た
な「
う
ね
り
」が
起
き
て
い
る
。
企
業
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
対
立
し
て

い
た
20
世
紀
型
の
関
係
か
ら
脱
皮
し
、
脱
炭
素
や
地
球
環
境
、
人

権
な
ど
の
問
題
に
お
い
て
独
自
の
基
準
を
作
り
、
影
響
力
を
広
げ

る
。
そ
の
旗
手
が「
ウ
ィ
・
ミ
ー
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス（W

e M
e

a
n

専
門
家
７
２
９
人
が
評
価

ＷＭＢの７つの分野

ユ
ニ
リ
ー
バ
の
ポ
ー
ル
・
ポ
ー
ル
マ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ

B
u

sin
e

ss

）」同
盟
だ
。

　

英
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
社
と
カ

ナ
ダ
の
グ
ロ
ー
ブ
ス
キ
ャ
ン
社
は

２
０
１
８
年
６
月
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
で
開
か
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ブ
ラ
ン
ド
国
際
会
議
２
０
１
８

北
米
本
会
議
で「
社
会
変
革
を
担
う

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」に
つ

い
て
の
調
査
を
発
表
し
た
。
米
国

や
欧
州
、
ア
ジ
ア
な
ど
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ（
持
続
可
能
性
）の
専
門
家

７
２
９
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た

結
果
を
ま
と
め
た（
16
ペ
ー
ジ
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
掲
載
）。

❶ネットゼロ
SBTと低炭素テクノロジーパートナーシップ（LCTPi）

❷エネルギー
100％再生可能エネルギー導入（RE100）とエネル
ギー効率倍増（EP100）

❸都市
サステナブルな燃料市場の拡大（below50）と電気自
動車の普及およびインフラ整備（EV100）

❹土地
2020年までにサプライチェーンの全てから原材料
調達のための森林破壊を停止

❺産業
気候汚染源となる短寿命排気（SLCP）を削減

❻実現に向けて 
炭素排出量の価格付け推進、企業気候ポリシー、気候
関連の財務情報開示に寄せられたタスクフォースの
実行

❼レジリエンス（回復力）
水の安全保障（供給、アクセス、水質）

最も評価されているのはNGO／NPO

地方
自治体
26%

民間企業
28% 国連

36%
各国政府
8%

研究機関や
大学など

41%

マルチセクター
での協働

42%社会起業家
48%

NGO／NPO
59%

Q1 どの組織形態が最もサステナビリティに
貢献していると思うか
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